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読全七

参議院議員 宇都 隆史氏 を囲む会

ン
｀`

案  内

余寒の候、皆様方におかれましては益々ご清祥のことと存じ 卜げます。

平素より皆様方には、格別のご支援ご協力を賜りまして、誠 に有り難うございます。

きて、我が口を巡る安全保障環境 は、領 土問題をはじめ、軍事的に脅威となる問題が出

そのような中、これからの 日本の防衛 政策 について、下記の通り、宇 都 隆 史参議院議 員

をお招きし、講 演会並び に懇親会を開催することといたしました。

ご多用中のこととは存じますが、ビ参加 賜りますようご案内申し上げます。

佐藤正久・宇都隆史を支える高知の会

会 長  り|||: 岡|1男

高 ■1県 防 衛 議 員 連 盟

会 長  梶 原  大 介

高 |口 県 議 会 防 衛 議 員 連 盟

会 長  柔 名  龍 吾

【日 時】平成 29年 3月 7日 (火 )午 後 6時 ～
ヽ

【場 H+!il,+iflls {r 12 Tno88 ir::r ?1:3

[講 演会 ]午 後 6時 ～  [懇 親会 ]午後 7時～

【参加費】¥6,000-
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※ 準備の都合 卜、2 28日 (火 )■ 様
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【お問い合せ】 県議会自

消費1,1等 ■礁「lj久・宇部昨史を ttる 高知の会

会長 サ|||:岡 |1男
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積しているのが現状であります。
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漱七

上
佐
楠
日
会
医
業
継
承

一
〇
〇
周
年
記
杏
札
賀
会
の
ご
案
内

謹
啓
　
立
本
の
債
　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
着
人
の
こ
と
と
お
莫
び
や

し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
は
本
会
に
お
別
の
ご
高
配
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
工
六
年

二
ｔ
一
ｔ
ｉ

二
月
二
十
日
、
初
代
楠
日
勝
経
に
よ
り
補
日
底
院
を
帖
多
郡
大

月
町
で
開
業
、
そ
の
後
、
二
代
詢
日
功
が
昭
ヽ
二
十
年
に
■
佐
慟
口
町
百
嬌
町
で
補
日

病
院
を
移
転
開
設
し
、
今
日
の
楠
日
精
環
沐
科
内
料

・
眼
科

へ
と
継
承
、　
一
方
で
、
介

護
た
人
保
健
施
設
と
き
や
ま
だ

フ
ァ
ミ
リ
ア
を
開
設
し
、
底
栞
一獨
祉
事
業
を
十
ヽ
に
、

地
城
に
根
付
く
法
人
と
し
て
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
漏
に
皆

様
方
の
ご
支
援
の
賜
と
に
よ
り
應
謝
や
し
上
げ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
ヽ
ヽ

やヽ
か
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
小
宴
を
催
し
た

、ヽ
と
な
し
ま
す
。
ご

多
用
の
新
柄
、
誠
に
モ
縮
に
な
じ
ま
す
が
な
に
と
ぞ

，
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
上
、
ご
来

臨
の
来
を
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
や
し
上
げ
ま
す
。

議
　
●

千
掟
二
十
九
年
二
月
吉
ロ

日
　
時
　
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
日
（月
曜
日
）

午
後
四
時
二
十
分

場

所
　
サ
ザ

ン
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
　
ア
ン
ジ

ェ
ブ
ラ
ン

高
知
県
南
国
市
明
見
九
二
二

電
話
（Ｏ
へ
八
一
八
六
二
１
０
八
八
八

会

費
　
一
０
円

医
蒸
法
人
土
佐
補
日
会

理
事

長
　
相̈
ヨ
　
修

副
理
事
長

楠
曰
　
蔭

お
〓
歎
な
が
ら
ご
都
合
の
ほ
ど
を
同
オ
の
バ
ガ
キ
に
て
二
月
二
曰
ま
で
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
れ
ば
■

い
で
す

依光 晃―郎   様 平成29年3月 20日

高知県香美市土佐山田

医療法人 土佐楠目

目土
12番 1号
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領  」又 証

¥10,000-

但 土佐楠日会 医業継承100周年記念祝賀会費として

上記正に領収いたしました。
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領 1又 証

に

衛隊退職者雇用

但 入 隊 しと て

2 3生
・ 上記正 領 収

一高 高知県 衛
一
Ｅ 隊家族会

一高知 県 自 協議会
高知県入 実行委員 ム

〓
代 表 野 村

ヽ

申て 1ヽ+Rヰ 1瞑ホヽロ

依 二:R

月 22日 .
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三
谷

勝
義

氏

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞
祝
賀
会

の
ご
案
内

謹
啓
　
早
春
の
候
　
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

さ
て
　
こ
の
た
び
　
一一
谷

勝
義

氏
が
　
永
年
に
わ
た
り
生
活
衛
生
業
界
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
厚
生
労
働
人
に
表
影
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
方

の
日
頃

の
ご
支
援

の
賜
物
で
ぁ
り
厚
く
御
礼

中
し
上
げ
ま
す

つ
き
ま
し
て
は
今
後

．
層
の
ご
活
躍
を
祈
念

い
た
し
ま
す
と
と
も
に

祝
意
を
表
す
る
た
め
に
き
さ
や
か
な
が
ら
左
記
の
と
お
り
祝
賀
会
を
執
り

行
い
た
い
と
存
じ
ま
す

ご
多
忙
の
折
に
誠
に
恐
縮
で
ご
ざ

い
ま
す
が
　
何
卒
ご
臨
席
を
賜
り

ま
す
よ
う
ご
案
内
中
し
上
げ
ま
す

一置
　
・日

会    場  日
平
成

二
十
九
年

二
月
昔

日
記

時
　
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
四
日

（
金
曜
日
）

午
後
六
時

所
　
ア
ン
ジ

ェ
ブ
ラ
ン

（グ
ド
ラ
ッ
ク
東
隣
）

高
「
県
南
国
市
明
見
九
二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ

＾
○
人
人
）
人
六
三
―
○
人
人
人

書
＾
　
　

．
〕
一́本却
一

は

当

日
受
付
に
て
お
納
め
く
だ
さ

―

文
起
入

香

姜

市

市

ェ

会

会
長

高
匈
県
上
‘
衛
生
同
業

，
こ
連
合
＾́

＾́
長

公
益
社
団
〓
人

南
国
法

人
会

会
長

南

国
青

年
会

議
所

ン

ニ
ア
会

４
一
Ｆ

追
仲
　
お
手
数

で
は
こ
さ

い
ま

二
月
十
日
ま
で
に
お
知

浦 杉 篠 寺

井 村 原 村

理 信 重

恵 夫 宝 勉

す
が
　
ご
都
合
の
ほ
ど
を
同
封
の
ハ
ガ
キ
に
て

ら
４
一く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

ヽ

領 収 書 ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

様
平成29年 3月 24日

金額 10,000円

発起人代表 寺村

但し 会費イヽとして

上記全綬工に領収いたしました
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落

戌

れ
賀

式

共

の
ご
案

内

謹
啓
　
立
春

の
候
　
ま
す
ま
す
ご
着
祥

の
こ
と
と
お
慶
び
ャ
し
上
げ
ま
す

さ
て
　

こ
の
た
　
か
ね
て
よ
り
建
設
■

の
杏
商
清
掃
れ
合
ま
は
ろ
ば
ク
リ
ー

ン

セ
ン
タ
ー
が
落
成

の
理
び
に
至
う
ま
し
た
　

こ
れ
偏
に
皆
様
方
の

一
方
な
ら
ぬ

御
尽
力
と
狗
協
力

の
賜
物
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

つ
き
ま
し
て
は
　
左
記
に
よ
り
落
茂
れ
賀
式
典
を
執
り
行

い
た

い
と
存
じ
ま
す
の
で

ご
多
用
ヤ
誡
に
恐
縮
で
ご
ざ

い
ま
す
が
　
何
卒
ご
臨
席

の
栄
を
賜
り
ま
す
よ
う

謹
ん
で
お
願

い
ヤ

し
上
げ
ま
す

ま
ず

は
　
喀
儀
な
が
ら
書
■

に
て
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す

敬

台

平
成
二
十
九
年
二
月
吉
曰

杏
高
清
掃

な
入
ロ

れ
合
長
橋
　
ユ
”

姜
す
　
人

（施
三
）

:こ

日
　
時
　
　
千
茂

二
十
九
年

二
月

二
十

二
日

（
土
曜
日

）

午
後

二
時

二
十
分

（受
付
開
発

午
後
二
時
）

場

　

所

お
■
式
な
か
ら
■
え

の
こ
ミ
４
は
千
戌

二
■
九
年

二
月
末
口
ま

で
に
同
封

ハ
ガ
■
に
て

グ

レ
ー

ス
浜
す
し

高
国
市
え
輛
マ

一
二
〇
ロ
ー
ヘ

電
話

Ｏ
入
へ
（
へ
六
二
）
二

〓
ｉ

お
¨
ら
せ
噸

ヽ
ま
す

Ｘ

落
戌
れ
貨
式
■
会
場

べ
は
三
エ
バ
ス
を
ご
口
ｔ
ｔ

´ヽ
０
ま
す

、・えし
,.'● 。


